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雪・氷・海草・ドロ・濡れた木、鉄など防波堤でも様々なもので滑る。
ころんで怪我をするだけではなく、最悪、海中転落なんてことも・・
特に雪や氷（雨水が溜まったものが凍る）は滑りやすいため、スパ
イクシューズや装着用スパイクを使用しましょう。
転ばぬ先の・・・ですぞ（靴店やホームセンターで購入可）装着用

スパイ
ク

■下着は化学繊維を（ヒー○テッ○極暖系など有効） 綿・ダウンは濡れると保温
性が低下する
■フリース（化繊）又はウール（羊毛）の中着やズボンを着用し、※頭部や首からの
体温発散を防ぐウールの帽子やネックガードを着用、上着は防水・防風性能が高
いゴム引きの厚手カッパやゴアテックスのパーカー（手首・足首が閉まるもの）

転落対策は浮くためのライフジャケットのみならず、“低体温症”へ
の対策が必要で、夏以外、“約１５分以内”で水から上がれるかが
実例上、生死が分かれると言っても過言ではありません。
この低体温症対策（完全ではないが生存時間を延ばすため）の服
装として身近にあるものでは次のようなものが考えられます。
釣用のウェットスーツも１万円以下で出回っていますのでお勧め
です（海中転落し、３０分漂流して自力で助かった実例あり）

※人体のうち体温が一番奪われやすい場所が頭部と頸部（首）です

防波堤上などから落ちたら近くに上がる場所が無いため、ロープ
を予め水面まで垂らしておく。
ロープにはこぶ球を何個か作っておき、先端には体を通せる大
きさの輪を作るか、バケツなど体に固定できる浮くものを結んで
おく。（低水温時にはすぐに物をつかむ力が無くなる）

これを近くの固定物に結ぶか、固定物が無い場合クーラーBOXに結んでおき、落水時
には救助者に引っ張ってもらう。
引張り強度６０Kgくらいで、大人男性が垂直に引き上げる強度はあやしいので、救助時
には上がれる場所又は浅場まで引っぱってもらう。（どうしても引き上げる場合は２～３本で）
人が居なければロープを引いてクーラーＢＯＸを手繰りよせ、浮き具として使い、落ち着
いて防水携帯で救助を要請（１１８番）する。（ロープは浮き具を体に固定するのに使う）

ホームセンターなどで２０メートル５００円以下の安価で買える黄
色と黒の縞模様のナイロンロープ（通称：トラロープ）！ 水汲み
や釣った獲物のキープなどまさに万能なこのロープの使い方

※誰かがこの１本のロープを持っているだけで救われる命があります


